　貴社から平成○年○月△日付請求書にて、昭和６２年１０月１日付金銭消費賃貸契約に基づく金１００万円のお支払いのご請求をいただきました。

　しかし、本件契約によれば、賃金の弁済期は昭和６２年１１月３０日とされており、平成４年１２月１日の時点で、商法第５２２条の規定する商事債権の消滅時効期間（５年）を経過しております。従いまして、本件契約に基づく貴社の当社に対する賃金返済請求権は既に時効により消滅しておりますので、貴社のご請求には応ずることはできません。

　上記のとおり通知いたします。

